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Ⅰ　

リ
ー
ジ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
射
程

こ
こ
で
は
ひ
と
ま
ず
、
領
域
性
の
変
更
を
伴
い
つ
つ
国
家
の
あ
り

方
を
問
い
直
す
現
象
を
、
そ
れ
が
国
家
か
ら
の
要
請
に
よ
る
の
か
、

あ
る
い
は
地
域
（
国
家
よ
り
上
位
か
下
位
か
を
問
わ
ず
）
の
要
請
に

よ
る
の
か
、
あ
る
い
は
国
家
と
地
域
の
共
犯
的
な
性
格
を
有
す
る
の

か
を
問
わ
ず
、
リ
ー
ジ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
（
地
域
主
義
）
と
呼
ぶ
こ
と
に

す
る
。
重
複
を
避
け
る
た
め
、
そ
の
理
論
的
な
枠
組
み
に
つ
い
て
は

本
特
集
の
他
の
論
考
に
ゆ
ず
り
、
小
文
で
は
、
リ
ー
ジ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

分
析
の
材
料
と
な
る
事
例
の
提
示
と
そ
の
検
討
を
行
う
。
リ
ー
ジ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
を
こ
こ
で
は
上
述
の
よ
う
に
多
義
的
に
と
ら

え
て
い
る
の
で
、
本
論
に
入
る
前
に
小
文
の
射
程
を
明
ら
か
に
し
て

お
き
た
い
。

八
〇
年
代
以
降
、
リ
ー
ジ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
は
、
政
府
間
対
話
や
国

際
条
約
に
よ
っ
て
制
度
化
さ
れ
た
、
国
家
主
導
型
の
地
域
協
力
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
と
い
う
共
通
認
識
が
高
ま
っ
た
と
い
う
（Breslin, 

H
iggott and Rosam

ond 2002: 13

）。
だ
が
、
リ
ー
ジ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
の
隆
盛
は
そ
れ
が
最
初
で
は
な
い
。
六
〇
年
代
、
国
家
よ
り
上
位

レ
ベ
ル
の
地
域
だ
け
で
な
く
、
下
位
レ
ベ
ル
の
地
域
を
枠
組
み
と
す

る
リ
ー
ジ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
注
目
を
集
め
た
こ
と
は
指
摘
し
て
お
い
て

よ
い
。
い
ず
れ
の
場
合
も
国
家
と
の
対
抗
と
い
う
よ
り
は
、
国
家
の

機
能
の
低
下
に
伴
っ
て
生
じ
た
マ
ル
チ
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
た
め
の
枠
組

地
域
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
形
成

―
―
エ
ス
ト
ニ
ア
の
場
合
に
み
る
功
罪

小
森
宏
美

 
特
集
―

１   

リ
ー
ジ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
現
在
―
―
国
民
国
家
の
内
と
外
で

み
の
必
要
性
を
契
機
と
し
て
い
た
と
い
え
る
。
さ
ら
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
に
代
表
さ
れ
る
国
家
よ
り
上
位
レ
ベ
ル
の
広
域
地

域
間
協
力
に
対
し
、
そ
の
よ
う
な
上
位
地
域
を
補
完
す
る
役
割
を

担
う
、
そ
れ
よ
り
も
狭
い
地
域
間
協
力
を
サ
ブ
＝
リ
ー
ジ
ョ
ン
（
下

位
地
域
）
に
分
類
し
て
議
論
す
る
枠
組
み
も
提
示
さ
れ
た
（
百
瀬 

1996

）。
リ
ー
ジ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
い
う
分
析
枠
組
み
が
適
当
で
あ
る
か
ど
う

か
は
賛
否
両
論
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
上
記
に
連
邦
制
の
問
題
を

加
え
て
論
じ
て
み
た
い
。
国
家
よ
り
下
位
レ
ベ
ル
の
領
域
を
単
位
と

す
る
リ
ー
ジ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
場
合
、
文
化
や
民
族＊

１

を
ま
と
ま
り
の
核

と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
が
既
存
の
行
政
区
分
と
一
致
す
る
と

は
限
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
国
家
と
の
関
係
で
要
求
可
能
な
権
限

は
限
定
的
で
あ
る
。
そ
の
分
、
権
限
を
め
ぐ
る
国
家
と
の
競
合
は
起

こ
り
に
く
い
。
他
方
、
連
邦
制
の
場
合
、
当
該
の
領
域
に
付
与
さ
れ

る
権
限
は
か
な
り
広
範
で
あ
る
が
、
国
家
と
連
邦
州
の
関
係
が
緊
張

を
は
ら
む
も
の
に
な
る
可
能
性
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
で
は
、
連

邦
州
の
構
成
原
理
が
民
族
に
基
づ
い
て
い
る
場
合
、
そ
の
可
能
性
は

大
き
く
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
小
さ
く
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

多
文
化
主
義
に
基
づ
く
市
民
権
を
唱
道
す
る
キ
ム
リ
ッ
カ
は
、

多
民
族
国
家
に
お
け
る
民
族
連
邦
制
導
入
の
効
用
を
、
民
族
間
対

立
の
緩
和
と
正
義
・
公
正
の
観
点
か
ら
論
じ
る
（K

ym
licka 2001: 

29-31

）。
同
連
邦
制
の
導
入
が
民
族
間
関
係
の
安
定
化
に
寄
与
す
る

と
い
う
立
場
で
あ
る
。
民
族
連
邦
制
と
は
い
っ
て
も
、
全
州
が
明
確

に
民
族
的
権
利
の
保
障
を
目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
て
い
る
例
は
少
な

い
。
イ
タ
リ
ア
や
本
稿
が
取
り
上
げ
る
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
そ
の
一

部
の
州
が
民
族
な
い
し
言
語
に
関
す
る
特
別
な
権
利
を
有
す
る
。
ま

た
、
州
ご
と
に
中
央
と
地
方
と
の
間
の
分
権
の
あ
り
方
に
違
い
が

見
ら
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
非
対
称
民
族
連
邦
制
の
下
で
国
家
運
営
が

行
わ
れ
て
い
る
国
も
あ
る
。
リ
ー
ジ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
そ
も
そ
も
リ
ー

ジ
ョ
ン
（
地
域
）
を
単
位
と
す
る
枠
組
み
で
あ
り
、
一
民
族
・
一
国

家
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
支
え
ら
れ
た
国
民
国
家
の
相
対
化
に
対
す
る

期
待
が
含
意
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
民
族
連
邦
制
の
導
入
で
は
、

結
局
、
国
家
内
「
国
民
国
家
」
の
再
生
産
に
つ
な
が
り
、
民
族
的
に

一
〇
〇
％
均
質
な
州
を
形
成
す
る
よ
う
に
境
界
線
を
引
く
こ
と
は
ほ

ぼ
不
可
能
で
あ
る
か
ら
、
連
邦
州
の
な
か
で
少
数
民
族
化
さ
れ
る
民

族
集
団
の
不
満
が
完
全
に
解
消
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
キ
ム

リ
ッ
カ
は
、
そ
う
し
た
問
題
に
対
し
対
内
的
制
約
と
い
う
対
処
法
を

示
し
て
い
る
が
、
実
際
の
民
族
連
邦
制
の
例
を
見
て
み
る
必
要
が
あ

る
だ
ろ
う
。

小
文
で
は
、
上
述
の
よ
う
な
問
題
関
心
か
ら
民
族
連
邦
制
の
例
と

し
て
キ
ム
リ
ッ
カ
が
あ
げ
て
い
る
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
オ
ー
ラ
ン
ド
諸

島
と
の
比
較
を
行
い
な
が
ら
、
エ
ス
ト
ニ
ア
の
ロ
シ
ア
語
系
住
民
集

住
地
域
で
あ
る
イ
タ
ヴ
ィ
ル
県
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
国
境
付
近
に

は
隣
国
の
主
流
民
族
と
民
族
的
帰
属
を
同
じ
く
す
る
人
々
が
居
住
し

て
い
る
場
合
が
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
国
境
線
の
移
動
に
伴
い
、
国

家
的
帰
属
の
変
更
を
経
験
す
る
場
合
が
少
な
く
な
い
。
オ
ー
ラ
ン
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ド
諸
島
と
イ
タ
ヴ
ィ
ル
県
も
そ
の
例
に
漏
れ
な
い
。
国
家
内
の
多
数

派
民
族
と
は
区
別
さ
れ
る
人
々＊

２

が
圧
倒
的
多
数
を
占
め
る
点
も
、
こ

の
二
つ
の
地
域
で
は
共
通
し
て
い
る
。
国
家
的
帰
属
と
言
語
・
民
族

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
め
ぐ
る
国
家
間
衝
突
の
平
和
的
解
決
例
と
し

て
あ
げ
ら
れ
る
オ
ー
ラ
ン
ド
諸
島
の
自
治
で
あ
る
が
、
先
に
結
論
を

述
べ
て
お
け
ば
、
こ
れ
を
エ
ス
ト
ニ
ア
に
そ
の
ま
ま
適
用
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
キ
ム
リ
ッ
カ
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
エ

ス
ト
ニ
ア
の
ロ
シ
ア
語
系
住
民
は
少
数
民
族
で
も
移
民
で
も
不
法
移

民
で
も
な
い
特
殊
事
例
で
あ
る
た
め
ば
か
り
で
な
く
（K

ym
licka 

2000: 46

）、
エ
ス
ト
ニ
ア
と
ロ
シ
ア
の
関
係
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
良
好
な
関
係
と
は
歴
史
的
に
も
、
現
在
も
大
き

く
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。
あ
え
て
本
稿
で
比
較
を
行
う
の
は
、
そ
れ

に
よ
り
リ
ー
ジ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
持
つ
多
様
な
可
能
性
を
提
示
す
る
こ

と
が
可
能
と
考
え
る
た
め
で
あ
る
。

Ⅱ　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
場
合

現
在
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
領
域
は
、
一
一
〇
〇
年
代
以
降
に
当
時

の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
組
み
込
ま
れ
、
一
八
〇
九
年
に
ロ
シ
ア
に
割
譲

さ
れ
る
ま
で
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
一
部
で
あ
っ
た
。
独
立
国
と
し
て
の

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
歴
史
は
一
九
一
七
年
に
始
ま
る
。
こ
う
し
た
歴
史

を
反
映
し
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
を
日
常
言
語

と
す
る
人
々
が
約
二
九
万
人
（
人
口
の
五
・
六
八
％
、
二
〇
〇
三
年
現

在
）
居
住
し
て
お
り
、
そ
の
居
住
地
は
、
西
部
や
南
部
の
沿
岸
地
域

と
オ
ー
ラ
ン
ド
諸
島
に
集
中
し
て
い
る
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
は
憲
法

に
よ
っ
て
国
語
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
系
の

人
々
が
人
口
の
八
％
を
占
め
る
か
、
あ
る
い
は
三
〇
〇
〇
人
以
上
居

住
す
る
自
治
体＊

３

で
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
の
二
言

語
が
併
用
さ
れ
る
。
こ
の
条
件
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
系
に
も
適
用
さ

れ
る
か
ら
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
系
の
人
口
が
八
％
以
下
の
自
治
体
は

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
の
単
一
言
語
自
治
体
と
な
る＊

４

。
オ
ー
ラ
ン
ド
諸
島

以
外
で
も
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
系
の
人
々
の
言
語
権＊

５

は
法
律
で
保
護
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
オ
ー
ラ
ン
ド
の
特
殊
性
は
言

スウェーデン

フィンランド

エストニアエストニア

ラトヴィア

バルト海

オーランド
諸島

図 1　バルト海地域

語
環
境
で
は
な
く
、
オ
ー
ラ
ン
ド
諸
島
に
の
み
認
め
ら
れ
た
自
治
州

と
し
て
の
地
位
に
あ
る
。
な
ぜ
オ
ー
ラ
ン
ド
諸
島
の
み
が
特
別
扱
い

さ
れ
て
い
る
の
か
。

オ
ー
ラ
ン
ド
が
そ
の
特
別
な
地
位
を
獲
得
し
た
の
は
一
九
二
一

年
の
こ
と
で
あ
る
。
オ
ー
ラ
ン
ド
諸
島
も
他
の
領
域
と
と
も
に

一
八
〇
九
年
、
ロ
シ
ア
へ
割
譲
さ
れ
た
が
、
一
九
一
七
年
の
ロ
シ
ア

革
命
に
伴
う
ロ
シ
ア
帝
国
の
崩
壊
の
な
か
で
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
へ
の

復
帰
が
望
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
当
時
軍
事
的
な

要
衝
で
あ
っ
た
オ
ー
ラ
ン
ド
諸
島
を
手
放
す
こ
と
を
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

は
望
ま
ず
、
結
局
、
国
際
連
盟
の
提
案
に
従
い
、
同
島
は
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
復
帰
を
断
念
す
る
代
わ
り
に
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
な
か
で
広
範

な
自
治
権
を
獲
得
し
、
さ
ら
に
、
非
武
装
化
と
中
立
に
関
す
る
国
際

協
定
が
締
結
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
州
法
の
改
正
に
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
憲
法
の
改
正
手
続
き
と
州
議
会
の
同
意
を
経
る
必
要
が
あ
る
。

こ
う
し
た
歴
史
的
背
景
を
有
す
る
オ
ー
ラ
ン
ド
で
は
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
語
系
の
人
々
が
住
民
の
九
五
％
以
上
を
占
め
る
（
住
民
人
口
は

二
〇
〇
三
年
現
在
二
万
六
二
〇
〇
人
）。
こ
の
割
合
が
大
き
く
変
わ
る

こ
と
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、
オ
ー
ラ
ン
ド
で
は
実
質
上
言
語
に
基

づ
い
た
州
市
民
の
成
員
資
格
と
そ
の
権
利
が
設
定
さ
れ
て
い
る
か
ら

で
あ
る
（
以
下
、
州
民
権＊

６

）。
そ
れ
は
、
両
親
の
い
ず
れ
か
が
州
民

権
を
有
し
て
い
る
場
合
に
子
ど
も
へ
付
与
さ
れ
る
ほ
か
、
移
住
者
の

場
合
に
は
、
五
年
の
居
住
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
に
堪
能
で
あ
る
こ
と

が
申
請
要
件
と
さ
れ
る
。
オ
ー
ラ
ン
ド
議
会
に
お
け
る
選
挙
権
・
被

選
挙
権
、
不
動
産
の
取
得
、
営
業
活
動
に
は
州
民
権
が
必
要
と
さ
れ

る
。単

一
言
語
自
治
体
で
あ
る
か
ら
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
オ
ー
ラ
ン

ド
で
は
、
教
育
、
行
政
、
政
治
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

語
が
使
わ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
オ
ー
ラ
ン
ド
自
治
法
は
、
第

四
〇
条
で
、
公
資
金
に
よ
り
維
持
さ
れ
、
あ
る
い
は
公
資
金
か
ら
援

助
を
受
け
る
学
校
の
教
育
言
語
は
、
州
法
に
よ
り
別
に
定
め
な
い
か

ぎ
り
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
で
あ
る
、
と
規
定
し
て
い
る
。
他
方
、
同

法
第
三
七
条
は
、フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
を
使
用
す
る
権
利
に
関
し
、フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
国
民
は
、
州
に
お
い
て
業
務
を
行
う
裁
判
所
お
よ
び
そ
の

他
の
国
の
機
関
に
お
い
て
、
自
ら
の
問
題
事
項
に
つ
い
て
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
語
を
使
用
す
る
権
利
を
有
す
る
、
と
定
め
て
い
る＊

７

。
い
ず
れ
に

し
て
も
、
公
的
領
域
に
お
け
る
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
の
使
用
範
囲
は
さ

ほ
ど
大
き
い
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
。

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
系
の
移
住
を
妨
げ
る
州
民
権
の
設
定
に
加
え
、

オ
ー
ラ
ン
ド
は
独
自
の
島
旗
の
ほ
か
、
独
自
の
郵
便
制
度
を
持
っ
て

い
る
。
オ
ー
ラ
ン
ド
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
形
成
に
は
き
わ
め
て

有
利
な
条
件
が
整
っ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
オ
ー
ラ
ン
ド
人
は
、

他
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
系
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
と
異
な
り
、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
語
系
お
よ
び
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

が
希
薄
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
（
百
瀬
・
村
井 1996

：102

）。
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Ⅲ　

エ
ス
ト
ニ
ア
の
場
合

１　

多
民
族
化
の
背
景

エ
ス
ト
ニ
ア
の
ロ
シ
ア
語
系
住
民
の
権
利
を
め
ぐ
る
議
論
の
な
か

で
、
ロ
シ
ア
語
系
政
治
家
に
よ
っ
て
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
と
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
語
の
両
方
を
国
語
に
規
定
す
る
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
例
が
引
き
合

い
に
出
さ
れ
る
際
、
エ
ス
ト
ニ
ア
政
府
が
反
論
の
根
拠
と
す
る
の

は
、
歴
史
的
背
景
の
違
い
で
あ
る
。
ま
ず
、
エ
ス
ト
ニ
ア
の
ロ
シ
ア

語
系
住
民
の
形
成
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
こ
う
。

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
独
立
し
た
エ
ス
ト
ニ
ア
は

（
一
九
一
八
年
二
月
に
独
立
宣
言
、
一
九
二
〇
年
二
月
、
ソ
ヴ
ィ
エ

ト
・
ロ
シ
ア
と
の
タ
ル
ト
条
約
締
結
に
よ
り
実
質
的
独
立
を
達
成
）、

一
九
四
〇
年
八
月
に
ソ
連
邦
に
併
合
さ
れ
る
ま
で
約
二
〇
年
間
に
わ

た
り
独
立
国
家
で
あ
っ
た
。
こ
の
間
の
エ
ス
ト
ニ
ア
は
、
そ
の
歴
史

的
背
景
か
ら
、
ド
イ
ツ
人
、
ユ
ダ
ヤ
人
、
ロ
シ
ア
人
、
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
人
な
ど
の
少
数
民
族
を
抱
え
て
い
た
が
、
そ
の
割
合
は
さ
ほ
ど
大

き
く
な
く
、民
族
的
エ
ス
ト
ニ
ア
人＊

８

が
ほ
ぼ
九
〇
％
を
占
め
て
い
た
。

民
族
構
成
が
大
き
く
変
化
す
る
の
は
、
ソ
連
時
代
の
こ
と
で
あ
る
。

表
１
に
示
し
た
と
お
り
、
ソ
連
時
代
の
約
五
〇
年
間
に
、
民
族
的

エ
ス
ト
ニ
ア
人
の
割
合
は
六
一
・
五
％
ま
で
減
少
し
、
そ
の
代
わ
り

に
、
ロ
シ
ア
人
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
人
な
ど
ロ
シ
ア
語

系
住
民
の
割
合
が
増
加
し
た
。
こ
う
し
た
民
族
構
成
の
急
変
の
理
由

と
し
て
、
エ
ス
ト
ニ
ア
の
独
立
回
復
前
後
に
は
エ
ス
ト
ニ
ア
民
族
の

滅
亡
を
も
く
ろ
む
ソ
連
邦
中
央
政
府
の
意
図
が
強
調
さ
れ
た
が
、
近

年
で
は
、
工
業
化
に
伴
う
労
働
力
不
足
、
エ
ス
ト
ニ
ア
の
経
済
的

状
況
な
ど
、
民
族
政
策
以
外
の
多
様
な
要
因
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

（M
ertelsm

ann 2007

）。

エ
ス
ト
ニ
ア
の
独
立
回
復
の
際
、
一
九
四
〇
年
六
月
一
七
日
以
降

に
エ
ス
ト
ニ
ア
に
流
入
し
て
き
た
ロ
シ
ア
語
系
住
民
に
は
自
動
的
に

エ
ス
ト
ニ
ア
の
国
籍
が
付
与
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
一
九
九
一
年

一
二
月
の
ソ
連
邦
解
体
に
伴
い
、
全
人
口
の
約
三
割
が
無
国
籍
者
と

な
っ
た
。
そ
の
後
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
や
欧
州
安
全
保
障

協
力
機
構
（
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
）
な
ど
の
国
際
機
関
の
関
与
も
あ
り
、
徐
々

に
無
国
籍
者
数
は
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
二
〇
〇
六
年
七
月
現

在
、
約
一
三
万
人
が
い
ま
だ
無
国
籍
の
状
態
に
あ
る＊

９

。
他
方
、
九
〇

年
代
半
ば
に
は
ロ
シ
ア
国
籍
を
取
得
す
る
者
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

二
〇
〇
六
年
現
在
、
エ
ス
ト
ニ
ア
の
住
民
は
国
籍
の
種
別
で
、
エ
ス

ト
ニ
ア
国
籍
者
（
八
二
％
）、
ロ
シ
ア
国
籍
者
（
八
％
）、
無
国
籍
者

（
一
〇
％
）
に
分
か
れ
て
い
る＊＊

＊

。

ロ
シ
ア
語
系
住
民
は
国
籍
状
況
に
加
え
、
言
語
能
力
に
お
い
て
も

一
様
な
集
団
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
国
語
で
あ
る
エ
ス
ト
ニ
ア
語

の
十
分
な
運
用
能
力
の
な
い
者
も
存
在
す
る
。
そ
れ
は
、
ソ
連
時
代

の
言
語
・
教
育
政
策
の
帰
結
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
ご
く
単
純
化
し

74.6 2.1 1.3 0.91959 年
64.7 27.9 2.5 1.61979 年
61.5 30.3 3.1 1.81989 年

エストニア人 ロシア人 ウクライナ人 ベラルーシ人
1.4 1.7
1.2 2.1
1.1 2.2

フィンランド人 その他

表 1　ソ連時代の民族構成の変化（％）

（出典）Toivo U. Raun, Estonia and the Estonians, Stanford, 2001

て
い
え
ば
、
ソ
連
邦
で
は
多
言
語
主
義
が
制
度
化
さ
れ
て
い
た
た

め
、
民
族
に
よ
っ
て
程
度
に
差
は
あ
る
も
の
の
、
少
な
く
と
も
連
邦

構
成
共
和
国
の
レ
ベ
ル
で
は
非
対
称
的
で
は
あ
る
が
二
言
語
併
用
状

況
（
ダ
イ
グ
ロ
シ
ア
）
に
あ
っ
た＊＊

＊

。
換
言
す
れ
ば
、
ソ
連
邦
の
実
質

的
な
公
用
語
で
あ
る
ロ
シ
ア
語
が
優
位
に
あ
り
、
現
地
語
は
各
共
和

国
内
に
お
い
て
も
劣
位
に
お
か
れ
て
い
た
。
ロ
シ
ア
語
話
者
に
は
現

地
語
能
力
は
要
求
さ
れ
ず
、
現
地
語
話
者
に
の
み
ロ
シ
ア
語
の
習
得

が
義
務
づ
け
ら
れ
る
片
務
的
バ
イ
リ
ン
ガ
リ
ズ
ム
で
あ
る
。
そ
の
た

め
、
ロ
シ
ア
語
系
住
民
の
現
地
語
能
力
は
き
わ
め
て
限
定
的
で
あ
っ

た
（
一
九
八
九
年
の
人
口
調
査
に
よ
れ
ば
、
エ
ス
ト
ニ
ア
語
の
能
力

の
あ
る
ロ
シ
ア
語
系
住
民
の
割
合
は
一
三
・
七
％
）（van Elsuw

ege 
2004: 9

）。
教
育
制
度
は
、
教
育
言
語
別
に
エ
ス
ト
ニ
ア
語
で
授
業

を
行
う
学
校
と
ロ
シ
ア
語
系
の
学
校
と
二
系
統
に
分
か
れ
、
エ
ス
ト

ニ
ア
語
系
学
校
で
は
第
二
言
語
と
し
て
の
ロ
シ
ア
語
が
必
修
科
目
で

あ
っ
た
の
に
対
し
、
ロ
シ
ア
語
系
学
校
で
は
エ
ス
ト
ニ
ア
語
は
選
択

科
目
で
あ
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
独
立
回
復
後
の
エ
ス
ト
ニ
ア
は
、
そ
れ
が
ソ
連

中
央
政
府
の
意
図
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、
両

大
戦
間
期
と
比
較
し
て
民
族
的
・
言
語
的
に
き
わ
め
て
多
様
な
国
家

と
な
っ
た
。
独
立
回
復
当
初
は
と
も
か
く
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
へ
の

回
帰
を
目
指
し
た
九
〇
年
代
後
半
の
エ
ス
ト
ニ
ア
に
は
、
こ
う
し
た

多
様
性
を
維
持
す
る
方
向
で
の
国
家
運
営
を
行
う
以
外
の
選
択
肢
は

な
か
っ
た
。
民
族
・
言
語
的
に
国
家
が
分
断
さ
れ
な
い
よ
う
、
ロ
シ
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ア
語
系
住
民
の
国
語
（
エ
ス
ト
ニ
ア
語
）
習
得
と
そ
れ
を
通
じ
て
の

社
会
統
合
を
保
障
し
つ
つ
、
な
お
か
つ
少
数
者
の
言
語
・
文
化
的
権

利
を
保
障
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
Ｅ
Ｕ
や
欧
州
審
議
会
な
ど
の

国
際
機
関
か
ら
の
要
請
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
独
立
回
復

当
初
の
期
待
を
裏
切
り
、
民
族
的
母
国
へ
帰
還
す
る
ロ
シ
ア
語
系
住

民
の
数
が
伸
び
悩
む
な
か
で
、
ロ
シ
ア
語
系
住
民
の
社
会
的
疎
外
が

懸
念
さ
れ
た
こ
と
も
、
多
文
化
主
義
的
社
会
統
合
が
必
要
と
さ
れ
た

背
景
に
あ
っ
た
。

２　

ロ
シ
ア
語
系
住
民
の
居
住
地
域
と
そ
の
多
様
性

エ
ス
ト
ニ
ア
も
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
同
様
、
少
数
者
の
居
住
地
域
は
集

中
し
て
い
る
。
ロ
シ
ア
語
系
住
民
の
占
め
る
割
合
が
比
較
的
大
き
い

の
は
、
首
都
タ
リ
ン
市
の
あ
る
ハ
リ
ュ
ウ
県
（
民
族
的
エ
ス
ト
ニ
ア

人
の
割
合
は
五
八
・
四
％
）
と
イ
タ
ヴ
ィ
ル
県
（
同
二
〇
％
）
で
あ
る

（Statistikaam
et 2000: 78-79

）。
両
県
の
県
以
下
の
行
政
区
分＊＊

＊

ご

と
の
民
族
的
エ
ス
ト
ニ
ア
人
と
エ
ス
ト
ニ
ア
国
籍
保
有
者
の
割
合
に

つ
い
て
は
、
表
２
に
示
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

ハ
リ
ュ
ウ
県
の
七
都
市
で
は
、
民
族
的
エ
ス
ト
ニ
ア
人
が
八
割
以

上
を
占
め
る
二
都
市
が
あ
る
一
方
、
二
割
以
下
お
よ
び
三
割
程
度
の

三
都
市
が
と
も
に
存
在
し
て
お
り
、
後
者
で
は
エ
ス
ト
ニ
ア
国
籍
保

有
者
の
割
合
も
相
対
的
に
低
い
。
こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
ハ
リ
ュ
ウ

県
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
特
殊
性
に
基
づ
い
て
国
レ
ベ
ル
と
異
な
る

民族的
エスト
ニア人

エストニ
ア 国 籍
保 有 者

民族的
エスト
ニア人

エストニ
ア 国 籍
保 有 者

19.9 43.2マールドゥ市
29.7 43.3パルディスキ市
32.7 44.3ロクサ市
50.9 69.7ケフラ市
53.7 71.1タリン市
82.8 90.8ケイラ市
91.9 96.7サウエ市

（
人
口
５
２
万
５
６
８
２
人
）

ハ
リ
ュ
ウ
県

（
人
口
１
７
万
９
７
０
２
人
）

イ
タ
ヴ
ィ
ル
県

4.2 21.3シッラマエ市
4.9 36.4ナルヴァ市

15.2 47.2ナルヴァーヨエスー市
17.8 41.8コフトラーヤルヴェ市
33.2 54.7ヨフィ市
39.4 72.5キヴィオリ市
48.7 64.6ピュッシ市
69.3 79.5郡部86.5 91.3郡部

表 2　ハリュウ県とイタヴィル県の自治体における
　　　民族的エストニア人およびエストニア国籍保有者の割合（％）

（注）2000 年国勢調査より筆者作成。

性
格
を
見
せ
る
こ
と
が
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
背
景
は
個
別
に
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
と
え
ば
、
全
国
レ
ベ
ル
で
は

二
〇
％
強
ま
で
し
か
支
持
率
を
伸
ば
せ
な
い
中
央
党
（
ロ
シ
ア
語
系

住
民
の
圧
倒
的
支
持
を
受
け
る
政
党
、
た
だ
し
ロ
シ
ア
語
系
の
政
党
で

は
な
い
）
が
、
タ
リ
ン
市
議
会
で
は
議
席
の
過
半
数
近
く
を
抑
え
て

第
一
党
と
な
る
こ
と
が
多
く
、
国
会
と
タ
リ
ン
市
議
会
で
与
野
党
が

逆
転
す
る
ね
じ
れ
現
象
が
起
こ
る
こ
と
も
ま
れ
で
は
な
い
。
ま
た
、

パ
ル
デ
ィ
ス
キ
市
は
閉
鎖
都
市＊＊

＊

で
あ
っ
た
歴
史
経
験
か
ら
も
検
証
を

要
す
る
事
例
で
あ
ろ
う
。
と
は
い
え
、
こ
う
し
た
そ
れ
ぞ
れ
特
殊
な

事
情
を
抱
え
る
タ
リ
ン
市
や
そ
の
周
辺
都
市
の
分
析
は
小
文
の
目
的

の
範
囲
を
超
え
て
い
る
た
め
、
小
文
で
は
エ
ス
ト
ニ
ア
人
の
割
合
が

五
％
以
下
で
あ
る
ナ
ル
ヴ
ァ
市
な
ら
び
に
シ
ッ
ラ
マ
エ
市
を
有
す
る

イ
タ
ヴ
ィ
ル
県
に
絞
っ
て
論
じ
た
い
。
エ
ス
ト
ニ
ア
人
の
割
合
が
こ

れ
ほ
ど
小
さ
い
理
由
と
も
関
連
す
る
が
、
ナ
ル
ヴ
ァ
市
や
シ
ッ
ラ
マ

エ
市
は
、そ
の
成
り
立
ち
か
ら
も
他
の
地
域
と
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。

な
お
、
ソ
連
時
代
の
行
政
単
位
と
現
在
の
行
政
単
位
は
一
致
し
な
い

の
で
、
小
文
で
は
、
独
立
回
復
後
に
つ
い
て
は
イ
タ
ヴ
ィ
ル
県
を
使

用
し
、
ソ
連
時
代
に
つ
い
て
は
エ
ス
ト
ニ
ア
北
東
部
を
使
用
す
る
こ

と
に
す
る
。

３　

第
二
次
大
戦
後
の「
移
民
」と
イ
タ
ヴ
ィ
ル
県
の
特
殊
性

先
述
し
た
よ
う
に
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
「
移
民
」
の
流
入
に

タリン市 イタヴィル県

シッラマエ市

タルト市

ロシア

ラトヴィア

図 2　エストニア

ナ
ル
ヴ
ァ
市

ナ
ル
ヴ
ァ
市

バルト海
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つ
い
て
は
、
民
族
主
義
的
な
エ
ス
ト
ニ
ア
人
の
間
で
は
ソ
連
中
央
政

府
の
「
計
画
」
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
い
う
言
説
が
主
流
で
あ
っ

た
。
そ
れ
は
し
ば
し
ば
、ソ
連
邦
に
よ
る
エ
ス
ト
ニ
ア
の
植
民
地
化
、

ロ
シ
ア
化
政
策
の
表
れ
と
し
て
語
ら
れ
る
。
民
族
政
策
上
の
意
味
は

別
と
し
て
、
重
工
業
化
の
な
か
で
労
働
力
不
足
を
埋
め
る
た
め
に
、

「
中
央
政
府
に
よ
っ
て
連
れ
て
こ
ら
れ
た
」
と
い
う
見
方
が
学
術
書

で
も
提
示
さ
れ
て
い
る
（M

isiunas and T
aagepera 1993: 111

）。

だ
が
近
年
、
こ
う
し
た
言
説
を
丁
寧
に
検
証
し
よ
う
と
す
る
実
証
研

究
が
わ
ず
か
な
が
ら
出
て
き
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
研
究
で
は
ナ
ル

ヴ
ァ
市
が
中
心
と
な
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
理
由
は
、
ナ
ル
ヴ
ァ
市

の
戦
後
史
の
特
異
性
に
あ
る
。

ナ
ル
ヴ
ァ
の
歴
史
を
紐
解
け
ば
、
北
方
戦
争
に
勝
利
し
、
バ
ル
ト

地
域
（
ほ
ぼ
現
在
の
エ
ス
ト
ニ
ア
と
ラ
ト
ヴ
ィ
ア
）
の
大
半
を
手
に

入
れ
た
ロ
シ
ア
の
ピ
ョ
ー
ト
ル
一
世
に
よ
っ
て
一
八
世
紀
初
め
に
ペ

テ
ル
ブ
ル
ク
県
下
に
移
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
ナ
ル
ヴ
ァ
は
エ
ス
ト

ニ
ア
の
他
の
地
域
と
は
多
少
異
な
る
発
展
の
道
の
り
を
た
ど
る
こ
と

に
な
っ
た
。
建
設
さ
れ
た
ば
か
り
の
帝
都
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
の
前
哨
地

と
し
て
の
役
割
が
期
待
さ
れ
る
と
と
も
に
、
交
通
の
要
所
に
あ
る

こ
の
地
へ
は
、
ロ
シ
ア
人
商
人
た
ち
が
招
か
れ
た
。
そ
の
後
、
ク

レ
ー
ン
ホ
ル
ム
綿
織
物
工
場
の
建
設
（
一
八
五
七
年
）
と
鉄
道
の
敷

設
（
一
八
七
〇
年
）
に
伴
い
、
一
九
世
紀
後
半
に
は
工
業
都
市
と
し

て
発
展
し
た
。
こ
う
し
た
歴
史
的
背
景
か
ら
、
ナ
ル
ヴ
ァ
住
民
に
占

め
る
ロ
シ
ア
人
の
割
合
は
他
の
エ
ス
ト
ニ
ア
の
地
域
と
比
べ
て
大
き

か
っ
た
。
一
八
九
七
年
を
見
る
と
、
ロ
シ
ア
人
が
四
四
％
に
対
し
、

エ
ス
ト
ニ
ア
人
も
四
四
％
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
・

ロ
シ
ア
と
エ
ス
ト
ニ
ア
の
間
で
締
結
さ
れ
た
タ
ル
ト
条
約
に
よ
り
エ

ス
ト
ニ
ア
共
和
国
へ
の
帰
属
が
確
定
す
る
と
、
ロ
シ
ア
人
の
割
合

は
や
や
減
少
す
る
（
一
九
二
二
年
二
九
％
、
一
九
三
四
年
三
〇
％
）

（Gorohhov 1997: 124

）。
両
大
戦
間
期
の
歴
史
は
こ
こ
で
は
割
愛

す
る
が
、
右
の
民
族
の
割
合
を
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
ナ
ル
ヴ
ァ

は
当
時
の
エ
ス
ト
ニ
ア
の
な
か
で
は
相
対
的
に
多
文
化
的
都
市
で

あ
っ
た
。

独
ソ
戦
末
期
、
前
線
に
な
っ
た
エ
ス
ト
ニ
ア
北
東
部
の
戦
争
被
害

は
他
の
地
域
よ
り
も
甚
大
で
あ
っ
た
。
な
か
で
も
と
く
に
壊
滅
的
な

打
撃
を
受
け
た
ナ
ル
ヴ
ァ
市
に
は
一
九
四
四
年
の
時
点
で
戦
前
の
住

民
の
約
六
割
し
か
残
っ
て
お
ら
ず＊＊

＊

（V
seviov 2002: 8

）、
ド
イ
ツ

軍
の
撤
退
に
伴
い
強
制
的
な
疎
開
が
行
わ
れ
た
た
め
一
九
四
五
年
の

時
点
で
の
住
民
数
は
わ
ず
か
六
五
〇
〇
人
で
あ
っ
た
（Gorohhov 

1997: 123

）。
戦
後
、
か
つ
て
の
ナ
ル
ヴ
ァ
市
民
は
ナ
ル
ヴ
ァ
に
戻

る
こ
と
が
で
き
ず
、
あ
る
い
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
た
め＊＊

＊

、
戦
後
の
復

興
は
他
地
域
か
ら
の
移
住
者
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
。

こ
う
し
て
ま
さ
に
白
紙
状
態
か
ら
戦
後
の
ナ
ル
ヴ
ァ
市
建
設
は
始

ま
っ
た
。
ナ
ル
ヴ
ァ
市
の
復
興
と
切
り
離
せ
な
い
の
が
、
近
隣
の

シ
ッ
ラ
マ
エ
市
の
「
建
設
」
で
あ
る
。
シ
ッ
ラ
マ
エ
は
か
つ
て
海
岸

沿
い
の
保
養
地
で
あ
っ
た
が
、
両
大
戦
間
期
に
オ
イ
ル
・
シ
ェ
ル
の

採
掘
が
始
ま
っ
た
。
こ
こ
で
ウ
ラ
ン
開
発
に
利
用
可
能
な
デ
ィ
ク
チ

オ
ネ
マ
頁
岩
が
採
掘
で
き
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
た
め
、
大
規

模
な
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
建
設
が
計
画
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
戦
略
的
軍
事

工
場
の
存
在
ゆ
え
、
シ
ッ
ラ
マ
エ
は
ソ
連
時
代
を
通
し
て
閉
鎖
都
市

で
あ
り
続
け
た
（
小
森 2005

）。
当
初
、
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
建
設
は

ナ
ル
ヴ
ァ
に
予
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
戦
前
か
ら
の
ナ
ル
ヴ
ァ
住

民
の
帰
還
の
妨
げ
に
な
っ
た
と
い
う
指
摘
も
あ
る
（V

seviov 2002: 
27

）。以
上
の
よ
う
に
第
二
次
世
界
大
戦
で
の
甚
大
な
被
害
と
、
ソ
連
邦

の
戦
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
お
よ
び
軍
事
関
連
政
策
が
エ
ス
ト
ニ
ア
北
東

部
の
「
発
展
」
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
し
か
し
な
が

ら
、
ソ
連
時
代
の
「
神
話
」
を
実
証
的
に
検
証
し
て
い
る
歴
史
家
の

メ
ル
テ
ル
ス
マ
ン
は
、
ソ
連
中
央
政
府
の
「
民
族
政
策
」
だ
け
で
な

く
、
こ
う
し
た
戦
略
的
重
要
性
も
ま
た
、
エ
ス
ト
ニ
ア
北
東
部
へ
の

大
量
の
ロ
シ
ア
語
系
住
民
の
流
入
を
説
明
し
き
れ
て
い
な
い
と
喝
破

す
る
。
メ
ル
テ
ル
ス
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
最
大
の
要
因
は
こ
の
地
域
に

お
け
る
労
働
力
不
足
で
あ
っ
た
。
だ
が
そ
の
労
働
力
不
足
は
単
純
な

人
的
資
源
の
不
足
だ
け
で
は
な
く
、
生
産
効
率
の
悪
さ
、
劣
悪
な
生

活
環
境
、
乱
れ
た
労
働
規
律
を
理
由
と
し
て
い
た
。
劣
悪
な
生
活
環

境
は
、
戦
争
で
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
こ
と
に
よ
る
が
、
そ
れ
以

外
の
要
因
は
、
複
雑
な
事
情
と
絡
み
合
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
労
働
力

不
足
を
解
消
す
る
た
め
、
一
九
四
五
年
に
は
戦
争
捕
虜
が
労
働
力
と

し
て
投
下
さ
れ
た
。
ま
た
、
エ
ス
ト
ニ
ア
北
東
部
は
、
タ
リ
ン
に
も

レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
な
ど
の
都
市
に
比
較
的
近
い
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら

の
都
市
へ
の
居
住
を
禁
じ
ら
れ
た
元
受
刑
者
が
釈
放
後
の
居
住
地
と

し
て
選
ぶ
場
合
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
労
働
者
の
大
半
は

専
門
的
な
技
術
を
持
た
な
い
未
熟
練
労
働
者
で
あ
っ
た
か
ら
、
生
産

効
率
は
き
わ
め
て
低
か
っ
た
。
エ
ス
ト
ニ
ア
国
内
か
ら
も
若
者
が
半

ば
強
制
的
に
北
東
部
に
送
ら
れ
た
り
、
農
業
集
団
化
を
逃
れ
た
農
民

が
国
内
移
住
し
た
り
し
た
が
、
劣
悪
な
環
境
ゆ
え
に
長
続
き
し
な

か
っ
た
。
他
方
で
、
戦
争
で
エ
ス
ト
ニ
ア
北
東
部
と
同
様
に
壊
滅
的

な
被
害
を
受
け
た
ロ
シ
ア
西
部
地
域
の
住
民
は
貧
困
を
逃
れ
る
た
め

に
、
進
ん
で
エ
ス
ト
ニ
ア
北
東
部
に
移
住
し
た
と
い
う
。
こ
う
し
た

エ
ス
ト
ニ
ア
外
か
ら
の
移
住
は
、
一
九
四
六
年
に
は
移
住
割
当
で
制

限
さ
れ
て
い
た
が
、
割
当
数
以
上
に
流
入
し
て
い
た
。
ソ
連
中
央
政

府
が
流
入
を
抑
制
し
よ
う
と
し
た
の
は
、
反
ロ
シ
ア
の
雰
囲
気
が
強

い
「
併
合
」
地
域
へ
の
ロ
シ
ア
人
の
大
量
流
入
は
緊
張
を
い
っ
そ
う

高
め
る
こ
と
に
な
る
と
懸
念
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
（M

ertelsm
ann 

2007: 64

）。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、「
植
民
地
化
」「
ロ
シ
ア
化
」

政
策
は
神
話
に
す
ぎ
ず
、
む
し
ろ
政
府
の
移
住
政
策
の
失
敗
で
あ
っ

た
、
と
メ
ル
テ
ル
ス
マ
ン
は
断
じ
る
（M

ertelsm
ann 2007: 62

）。

す
な
わ
ち
、
政
府
の
意
図
が
ど
こ
に
あ
っ
た
か
は
別
に
し
て
、
人
々

の
移
住
は
必
ず
し
も
政
策
に
沿
っ
た
も
の
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
と

い
え
る
。
移
住
者
の
多
様
性
と
、
彼
ら
が
ソ
連
中
央
政
府
の
意
向
を

受
け
た
「
入
植
者
」
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
研
究
と
し

て
は
、
一
九
五
〇
年
代
前
半
ま
で
を
対
象
と
し
た
メ
ル
テ
ル
ス
マ
ン

の
研
究
の
他
に
、
フ
セ
ヴ
ィ
ヨ
フ
に
よ
る
諸
研
究
が
あ
る
が
、
そ
の
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対
象
も
お
お
む
ね
七
〇
年
ま
で
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

八
〇
年
代
に
つ
い
て
の
実
証
的
研
究
が
待
た
れ
て
お
り
、
上
記
の
結

論
は
暫
定
的
で
あ
り
、
ソ
連
時
代
を
通
じ
て
の
「
移
住
政
策
」
の
検

討
に
は
今
し
ば
ら
く
時
間
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
付
言
し
て
お
く
。

エ
ス
ト
ニ
ア
北
東
部
を
エ
ス
ト
ニ
ア
の
「
シ
ベ
リ
ア
」
と
呼
ぶ

人
が
い
る
。
こ
の
地
域
へ
移
り
住
む
こ
と
は
多
く
の
エ
ス
ト
ニ
ア

人
に
と
っ
て
は
い
ま
だ
に
想
像
で
き
な
い
ら
し
い
。
労
働
力
不
足

解
消
の
た
め
、
エ
ス
ト
ニ
ア
人
を
シ
ベ
リ
ア
へ
連
行
す
る
代
わ
り

に
、
エ
ス
ト
ニ
ア
北
東
部
に
移
住
さ
せ
る
こ
と
を
エ
ス
ト
ニ
ア
共
産

党
幹
部
が
提
案
し
た
の
は
、
終
戦
後
ま
も
な
く
の
劣
悪
な
生
活
条

件
は
シ
ベ
リ
ア
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
と
の
発
想
か
ら
で
あ
ろ
う

（M
ertelsm

ann 2007: 67

）。
こ
う
し
た
複
雑
な
事
情
の
絡
み
合
い

の
な
か
で
ロ
シ
ア
化
し
た
エ
ス
ト
ニ
ア
北
東
部
に
は
、
六
〇
年
代
以

降
生
活
環
境
が
改
善
さ
れ
た
後
で
も
、
移
住
す
る
エ
ス
ト
ニ
ア
人
は

少
な
か
っ
た
。

４　

摘
み
取
ら
れ
た
地
域
主
義
の
萌
芽
？

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
独
立
達
成
の
際
に
オ
ー
ラ
ン
ド
諸
島
が
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
復
帰
を
望
ん
だ
よ
う
に
、
エ
ス
ト
ニ
ア
の
独
立
回
復

後
、
ナ
ル
ヴ
ァ
市
と
シ
ッ
ラ
マ
エ
市
も
動
き
を
見
せ
た
。
た
だ
し
こ

の
場
合
は
ロ
シ
ア
へ
の
帰
属
要
求
で
は
な
く
、
広
範
な
自
治
権
の
要

求
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
オ
ー
ラ
ン
ド
諸
島
が
結
果
的
に
獲
得
し

た
権
利
を
最
初
か
ら
要
求
し
て
い
た
と
い
え
る
。
そ
の
獲
得
の
た
め

に
選
ば
れ
た
の
は
、
住
民
投
票
で
あ
っ
た
。
こ
の
住
民
投
票
は
、
エ

ス
ト
ニ
ア
か
ら
の
分
離
を
目
指
し
た
も
の
と
い
う
よ
り
は
、
国
籍
法

や
外
国
人
法
に
お
け
る
ロ
シ
ア
語
系
住
民
の
扱
い
の
修
正
を
求
め
る

最
後
の
手
段
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
（Sm

ith 2002: 97

）。

ナ
ル
ヴ
ァ
市
議
会
が
住
民
投
票
の
実
施
を
決
定
し
た
の
は
、

一
九
九
三
年
六
月
二
八
日
で
あ
り
、
七
月
上
旬
、
シ
ッ
ラ
マ
エ
市

議
会
も
こ
れ
に
続
い
た
。
こ
の
時
期
に
こ
の
よ
う
な
決
定
が
な
さ
れ

た
最
大
の
要
因
の
ひ
と
つ
は
、
同
年
六
月
二
一
日
に
エ
ス
ト
ニ
ア
国

会
が
採
択
し
た
も
の
の
、
大
統
領
に
よ
っ
て
国
会
に
差
し
戻
さ
れ
、

修
正
後
七
月
六
日
に
採
択
さ
れ
た
外
国
人
法
で
あ
り
、
い
ま
ひ
と
つ

は
同
年
一
〇
月
に
迫
っ
た
独
立
回
復
後
初
の
地
方
議
会
選
挙
で
あ
っ

た
。
独
立
回
復
に
伴
い
、
一
九
四
〇
年
六
月
一
七
日
以
降
に
エ
ス
ト

ニ
ア
に
移
住
し
て
き
た
多
く
の
ロ
シ
ア
語
系
住
民
は
国
籍
を
失
い
、

九
二
年
に
行
わ
れ
た
憲
法
制
定
の
た
め
の
国
民
投
票
や
大
統
領
選

挙
、
独
立
回
復
後
初
の
国
政
選
挙
で
の
投
票
が
か
な
わ
ず
、
民
族
間

関
係
は
緊
張
し
て
い
た
。
居
住
そ
の
も
の
を
お
び
や
か
す
外
国
人
法

の
制
定
は
、
こ
う
し
た
民
族
間
関
係
の
緊
張
を
さ
ら
に
あ
お
る
も
の

と
し
て
、
国
際
社
会
の
関
心
を
集
め
た
。
ま
た
地
方
選
挙
は
、
ナ
ル

ヴ
ァ
や
シ
ッ
ラ
マ
エ
で
エ
ス
ト
ニ
ア
国
籍
非
保
有
者
と
な
っ
て
い
た

多
く
の
政
治
家
に
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
被
選
挙
権
は
な
か
っ
た
か

ら
、
ソ
連
時
代
の
地
方
エ
リ
ー
ト
の
総
入
れ
替
え
に
つ
な
が
る
可
能

性
を
有
し
て
い
た
。

エ
ス
ト
ニ
ア
政
府
は
強
い
批
判
は
し
た
も
の
の
、
司
法
の
判
断
を

受
け
入
れ
て
住
民
投
票
の
実
施
を
静
観
し
た
。
七
月
一
七
日
の
投
票

で
は
、
賛
成
が
九
七
％
と
圧
倒
的
で
あ
っ
た
も
の
の
、 

投
票
率
が
ナ

ル
ヴ
ァ
で
五
四
・
八
％
、
シ
ッ
ラ
マ
エ
で
六
一
・
四
％
で
あ
り
、
住
民

の
過
半
数
が
広
範
な
領
域
自
治
を
望
ん
で
い
る
と
主
張
す
る
に
は
不

十
分
な
結
果
が
示
さ
れ
た
。
さ
ら
に
さ
ま
ざ
ま
な
選
挙
操
作
を
指
摘

す
る
報
告
も
あ
っ
た
。

結
局
、
こ
の
住
民
投
票
は
こ
れ
以
上
の
動
き
に
は
発
展
し
な
か
っ

た
。
同
年
一
〇
月
の
選
挙
ま
で
に
、
一
部
の
地
方
政
治
家
は
特
例
措

置
に
よ
り
エ
ス
ト
ニ
ア
国
籍
を
取
得
し
、
選
挙
に
立
候
補
し
た
。
ま

た
、
中
央
レ
ベ
ル
で
は
、
民
族
問
題
を
議
論
す
る
枠
組
み
と
し
て
大

統
領
の
下
に
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
が
組
織
さ
れ
た
。
地
方
と
中
央
の

対
立
が
完
全
に
解
消
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
地
方
の
異
議
申
し

立
て
は
、
そ
れ
以
降
、
エ
ス
ト
ニ
ア
の
法
律
の
枠
内
で
行
わ
れ
て
い

る
と
い
っ
て
よ
い
。

こ
の
よ
う
に
エ
ス
ト
ニ
ア
北
東
部
が
、
エ
ス
ト
ニ
ア
同
様
、
重
工

業
化
に
伴
っ
て
多
く
の
ロ
シ
ア
人
が
移
住
し
た
モ
ル
ド
ヴ
ァ
共
和
国

の
ト
ラ
ン
ス
ニ
ス
ト
リ
ア
（
沿
ド
ニ
エ
ス
ト
ル
）
に
見
ら
れ
た
紛
争

化
は
お
ろ
か
、
九
三
年
以
降
、
民
族
間
の
緊
張
を
表
面
化
さ
せ
な
い

非
対
立
的
な
対
応
を
見
せ
て
い
る
理
由
と
し
て
い
く
つ
か
考
え
ら
れ

る
。
第
一
に
、
強
硬
派
地
方
政
治
エ
リ
ー
ト
の
経
済
界
へ
の
転
身
、

第
二
に
上
に
述
べ
た
よ
う
な
特
例
の
国
籍
付
与
に
見
ら
れ
る
民
族
間

の
あ
る
種
の
妥
協
、
第
三
に
地
域
を
牽
引
す
る
文
化
的
知
識
人
の
欠

如
、
第
四
に
モ
ル
ド
ヴ
ァ
や
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
の
紛
争
と
い
う
前

例
、
第
五
に
国
際
社
会
、
と
り
わ
け
ア
メ
リ
カ
や
北
欧
諸
国
の
関
心

の
高
さ
、
第
六
に
当
時
の
ロ
シ
ア
の
内
政
状
況
（
国
外
同
胞
政
策
で

足
元
を
す
く
わ
れ
る
恐
れ
が
あ
っ
た
当
時
の
エ
リ
ツ
ィ
ン
大
統
領
が
慎

重
に
対
応
し
て
い
た
）
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
の
い
ず
れ
も
重
要
で
あ

る
と
い
え
る
が
、
小
文
と
の
関
係
で
は
第
一
と
第
三
の
理
由
は
検
討

に
値
す
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
は
地
域
あ
る
い
は
民
族
的
運
動
に

人
々
を
動
員
す
る
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
の
不
在
を
意
味
し
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
エ
ス
ト
ニ
ア
の
現
在
の
政
治
状
況
を
見
て

も
明
ら
か
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
語
系
政
党
は
二
〇
〇
三
年
と
二
〇
〇
七

年
の
国
会
選
挙
で
一
議
席
も
獲
得
で
き
な
か
っ
た
。
と
は
い
え
、
こ

う
し
た
リ
ー
ダ
ー
の
不
在
は
、
ソ
連
時
代
の
政
治
・
社
会
状
況
の
遺

産
で
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
独
立
回
復
後
に
育
っ
た
世
代
が
社
会

に
出
て
く
る
こ
と
で
状
況
が
変
わ
る
可
能
性
は
な
い
わ
け
で
は
な

い
。む

す
び
に
か
え
て

―
―
地
域
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
か
民
族
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
か

メ
ル
テ
ル
ス
マ
ン
は
、
二
〇
〇
三
年
に
ナ
ル
ヴ
ァ
で
実
施
し
た
聞

き
取
り
調
査
の
結
果
か
ら
次
の
よ
う
な
結
論
を
提
示
し
て
い
る
。
ナ

ル
ヴ
ァ
は
ま
だ
エ
ス
ト
ニ
ア
で
は
な
く
、
も
は
や
ロ
シ
ア
で
も
な
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い
、
ど
こ
か
そ
の
中
間
地
域
で
あ
る
と
い
う
自
己
認
識
を
ナ
ル
ヴ
ァ

の
人
々
は
有
し
て
い
る
。
他
方
、
エ
ス
ト
ニ
ア
人
に
と
っ
て
も
エ
ス

ト
ニ
ア
北
東
部
は
外
国
で
あ
る
（M

ertelsm
ann 2007: 51

）。
で
は

ナ
ル
ヴ
ァ
以
外
の
イ
タ
ヴ
ィ
ル
県
の
人
々
の
自
己
認
識
は
こ
れ
と
は

異
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

社
会
学
的
調
査
で
は
な
い
が
、
閉
鎖
都
市
で
あ
っ
た
シ
ッ
ラ
マ
エ

を
対
象
に
行
わ
れ
た
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
の
記
録
が
あ
る
（de Ruyter 

2006

）。
こ
こ
で
そ
の
内
容
を
く
わ
し
く
紹
介
す
る
紙
幅
の
余
裕
は

な
い
が
、
こ
こ
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
は
や
は
り
、
シ
ッ
ラ
マ
エ
に

移
住
し
て
き
た
人
々
の
多
様
性
と
、
シ
ッ
ラ
マ
エ
市
民
と
し
て
の
自

己
意
識
を
支
え
る
個
人
の
歴
史
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
人
々
は
タ
リ

ン
よ
り
も
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
へ
頻
繁
に
出
か
け
、
学
校
教
育
は
優
れ

て
い
た
け
れ
ど
も
、
外
国
語
教
育
は
皆
無
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
で
、

エ
ス
ト
ニ
ア
語
は
義
務
教
育
の
間
に
一
ヶ
月
し
か
学
ば
な
か
っ
た
、

な
ど
、
お
そ
ら
く
こ
こ
に
表
現
さ
れ
て
い
る
の
は
ナ
ル
ヴ
ァ
と
は
異

な
る
閉
鎖
都
市
の
経
験
で
あ
る
。

他
方
、
二
〇
〇
三
年
九
月
に
実
施
さ
れ
た
Ｅ
Ｕ
加
盟
の
是
非
を

問
う
国
民
投
票
を
見
る
と
、
イ
タ
ヴ
ィ
ル
県
で
は
全
国
レ
ベ
ル

よ
り
も
投
票
率
が
約
九
ポ
イ
ン
ト
低
く
（
全
国
六
四
・
〇
六
％
、

イ
五
五
・
九
一
％
）、
ま
た
賛
成
の
割
合
も
一
〇
ポ
イ
ン
ト
近
く
低

か
っ
た
（
全
国
六
六
・
八
三
％
、
イ
五
七
％
）。
市
・
郡
別
で
は
、

ア
ラ
ヨ
エ
郡
は
同
県
で
唯
一
反
対
が
賛
成
を
上
回
っ
た
（
賛
成

三
八
・
七
六
％
、
反
対
六
一
・
二
四
％
）。
ナ
ル
ヴ
ァ
市
と
シ
ッ
ラ
マ
エ

市
は
か
ろ
う
じ
て
賛
成
が
五
〇
％
を
上
回
る
に
と
ど
ま
っ
た
。
こ
れ

ら
に
対
し
、
賛
成
が
全
国
の
結
果
を
超
え
た
の
は
、
二
三
中
七
自
治

体
で
あ
っ
た＊＊

＊

。
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
有
権
者
は
エ
ス
ト
ニ
ア
国
籍

保
有
者
で
あ
る
。
む
ろ
ん
、
こ
う
し
た
差
異
が
、
即
、
地
域
主
義
の

当
否
に
つ
な
が
る
と
い
い
た
い
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
そ
こ
に
あ

ら
わ
れ
て
い
る
の
は
、
イ
タ
ヴ
ィ
ル
県
内
の
別
の
意
味
で
の
多
様
性

で
あ
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ソ
連
時
代
や
、
あ
る
い
は
独
立
回
復
後
の
十

数
年
間
に
エ
ス
ト
ニ
ア
が
歩
ん
で
き
た
道
に
つ
い
て
、
イ
タ
ヴ
ィ
ル

県
の
、
と
く
に
都
市
部
に
住
む
人
々
が
エ
ス
ト
ニ
ア
の
他
の
地
域
に

住
む
人
々
と
は
異
な
る
歴
史
認
識
を
有
し
て
い
る
こ
と
に
目
を
向
け

て
み
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
実
際
、
ナ
ル
ヴ
ァ
の
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団

体
が
、
イ
タ
ヴ
ィ
ル
県
の
人
々
を
対
象
に
個
人
史
の
収
集
を
行
っ
て

い
る
と
い
う
。

個
人
や
民
族
、
地
域
と
国
家
と
の
関
係
の
結
び
方
は
、
そ
の
歴
史

や
地
政
的
条
件
を
背
景
に
多
様
な
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
。
小
文
は

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
言
語
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
基
づ
い
た
州
制
度
方

式
の
エ
ス
ト
ニ
ア
へ
の
適
用
を
求
め
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
ど
こ

ろ
か
、「
エ
ス
ト
ニ
ア
の
シ
ベ
リ
ア
」
の
よ
う
な
外
部
か
ら
の
差
別

が
あ
り
、
イ
タ
ヴ
ィ
ル
県
の
県
境
に
見
え
な
い
「
国
境
線
」
が
引
か

れ
て
い
る
状
況
で
は
、
適
用
の
仕
方
し
だ
い
で
は
取
り
返
し
の
つ
か

な
い
結
果
を
招
き
か
ね
な
い
と
さ
え
危
惧
す
る
。
ナ
ル
ヴ
ァ
や
シ
ッ

ラ
マ
エ
で
少
数
派
と
な
っ
て
い
る
エ
ス
ト
ニ
ア
人
の
言
語
権
の
侵
害

も
指
摘
し
て
お
く
必
要
が
あ
る＊＊

＊

。

し
か
し
リ
ー
ジ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
多
義
的
で
あ
る
。
国
家
と
の
関
係

を
取
り
結
ぶ
主
体
と
し
て
民
族
で
は
な
く
地
域
を
構
想
し
、
地
域
を

媒
介
と
し
た
国
家
と
の
紐
帯
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
戦
後
「
移
民
」

の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
が
可
能
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ

れ
は
決
し
て
国
民
国
家
へ
の
埋
没
で
は
な
い
。
国
家
や
ネ
イ
シ
ョ
ン

か
ら
疎
外
さ
れ
て
い
る
状
況
を
逆
手
に
取
っ
た
積
極
的
挑
戦
で
あ

る
。◉

注
＊
１　

本
稿
で
は
「
民
族
」
を
エ
ス
ニ
ッ
ク
な
帰
属
を
あ
ら
わ
す
概
念
と

し
て
使
用
す
る
。
し
た
が
っ
て
、「
ネ
イ
シ
ョ
ン
」
を
含
意
し
て
い
な
い

が
、
両
概
念
の
間
に
明
確
な
境
界
を
設
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

後
出
の
「
民
族
的
」
に
つ
い
て
も
同
様
の
意
味
で
使
用
す
る
。

＊
２　

た
だ
し
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
系
も
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
系
も
と
も
に

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
民
族
に
属
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
の
場
合
、
民
族
的
区
別
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
言
語
的
区
別

で
あ
る
と
い
え
る
。
吉
田
欣
吾
は
、フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
お
け
る
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
語
系
住
民
の
問
題
を
「
少
数
民
族
問
題
」
と
し
て
位
置
づ
け
て
し

ま
う
の
は
間
違
い
で
あ
る
と
も
い
え
る
、
と
し
て
い
る
（
吉
田 2005

）。

＊
３　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
地
方
制
度
は
、
州
、
県
、
基
礎
自
治
体
（
市
町

村
レ
ベ
ル
）
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
一
九
九
七
年
の
制
度
改
正
に
よ

り
、
一
二
の
州
が
六
に
再
編
成
さ
れ
た
。
県
の
数
は
二
〇
。
オ
ー
ラ
ン

ド
は
、
六
つ
の
州
の
う
ち
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
ま
た
県
と
州
が
一
致
し

て
い
る
（
す
な
わ
ち
、
オ
ー
ラ
ン
ド
県
が
オ
ー
ラ
ン
ド
州
）。
な
お
、
州

行
政
機
関
は
国
家
の
出
先
機
関
で
あ
り
、
住
民
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
た

議
会
を
持
た
な
い
。
し
た
が
っ
て
、広
範
な
自
治
権
を
有
す
る
の
は
オ
ー

ラ
ン
ド
諸
島
の
み
で
あ
り
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
が
連
邦
制
を
と
っ
て
い
る

と
は
い
え
な
い
。

＊
４　

二
〇
〇
一
年
一
二
月
三
一
日
現
在
、
四
四
八
自
治
体
中
、
二
一
自

治
体
が
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
の
単
一
言
語
、
二
二
が
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
系

が
多
数
派
を
占
め
る
二
言
語
、
二
〇
が
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
が
多
数
派
を

占
め
る
二
言
語
、
残
り
の
三
八
五
が
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
の
単
一
言
語

で
あ
る
。http://w

w
w

.folktinget.fi/pdf/publikationer/Sw
ed-

ishInF.pdf

＊
５　

自
己
の
母
語
な
い
し
第
一
言
語
を
、
教
育
、
裁
判
、
公
的
場
面
な

ど
で
自
由
に
使
用
す
る
権
利
。
言
語
権
に
つ
い
て
く
わ
し
く
は
、渋
谷
・

小
嶋
（2007

）
参
照
。

＊
６　

英
語
で
は regional citizenship 

な
い
し rights of dom

icile

。

原
語
はhem

bygdsrätt

（
ス
）、kotiseutuoikeus

（
フ
ィ
）。

＊
７　

法
律
の
訳
は
、
吉
田
（2005

）
か
ら
引
用
し
た
。

＊
８　

民
族
的
帰
属
は
、
エ
ス
ト
ニ
ア
で
は
原
則
と
し
て
自
己
申
告
に
基

づ
く
。

＊
９　

http://w
w

w
.rahvastikum

inister.ee/arhiiv/vaade2118.htm
l?lang

=Eesti&
g=Rahvusv?hem

used%
20ja%

20integratsioon&
a=K

oda
kondsus&

id=
100

＊
10　

http://w
w

w
.m

ig.ee/index.php/m
g/est/kodakondsus_ja_

m
igratsiooniam

et

＊
11　

く
わ
し
く
は
、
塩
川
（2004

）
を
参
照
。

＊
12　

エ
ス
ト
ニ
ア
の
地
方
制
度
は
、
県
、
市
、
郡
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ

る
。
県
知
事
は
政
府
に
よ
る
指
名
職
で
あ
り
、
県
議
会
は
存
在
し
な
い
。
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県
は
市
お
よ
び
郡
の
均
整
の
取
れ
た
発
展
を
促
進
す
る
こ
と
を
期
待
さ

れ
る
。

＊
13　

秘
密
都
市
と
も
呼
ば
れ
る
、
戦
略
的
・
軍
事
的
理
由
か
ら
旅
行
や

居
住
が
制
限
さ
れ
た
都
市
。

＊
14　

く
わ
し
く
は V

seviov

（2002: 8

）
参
照
。

＊
15　

メ
ル
テ
ル
ス
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
帰
郷
禁
止
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は

証
明
さ
れ
て
い
な
い
。
聞
き
取
り
調
査
に
よ
れ
ば
、
戦
後
に
戻
っ
た
者

も
存
在
す
る
（M

ertelsm
ann 2007: 55　

脚
注
19
）。

＊
16　

http://w
w

w
.vvk.ee/rh03/tulem

us/haaletus.htm
l

＊
17　

オ
ー
ラ
ン
ド
で
も
、
地
域
内
少
数
者
に
な
っ
た
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語

系
島
民
の
言
語
権
が
問
題
に
な
る
場
面
も
あ
る
と
い
う
。
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